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孤児 、 親 の いな い 子 供 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 人生 の それ ぞ れ 
の 段階 で 、 個 人 も し く は 社会 と し て 、 私 た 
ち に は 物質 的 ・ 精 神 的 な 多く の 役割 が あり 
ます 。 そ の 役割 の 一 つ が 、 孤 児 、 親 の な い 
子供 を 保護 ・ 護 し 、 彼 ら の 経済 的 ・ 精 神 
的 な ニー ズ を 満た すこ と で す 。 日 々 の 暮 ら 
し の 中 、 自 然 災害 、 戦 争 、 交 通 事 逆 な ど と 
いっ た 理由 で 父親 、 母 親 を 失っ た 子供 た ち 
を 支え る こと 、 教 育 の 機会 を 与え る こと 、 
彼ら に 、 家 族 の よう な 慈悲 で 将来 へ 備え さ 
せる こと は 、 彼 ら の 近親 者 を 初め と し て 、 
社会 全体 、 私 た ち 皆 の 宗教 的 ・ 人 間 的 な 義 
務 で す 。 も し 社会 に 
お いて 親 の な い 子 供 
が 何 の 文 援 も 保護 も 
受け る こと な く 放 置 
され 、 十 分 に 養育 さ 
4 る と どい の で 
あれ ば 、 そ の 社会 に 
属す る 人 稼が 非 を 負 
KN アデ タン ジー の 依 悦 
に お いて 商 任 を 負う 
こと に な り ま す 。 

親愛 な る ムスリム 
の 皆様 。 崇 高 な る 教え イス ラー ム は 、 孤 児 
が 底 護 さ れ 、 世 話 を され る こと に 非常 に 大 
き な 重 要 性 を 思 き 、 彼 ら に 特別 の 注意 を 払 
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と に つい て 次 の よう に 仰せ られ て いま す 。 

「 ま た か れ ら は 孤児 に 関し 、 あな た に 間 5 
で あろ う 。 言 っ て や る が いい 。 『 か れ ら の 
た め に 、 有 利 に 取 計 ら う の は 善 いこ と で あ 
る 。 も し 、 か れ ら と 親しく 交 る 時 は 、 あ な 
た が た は 上 兄弟 で ある 。』』 アッ ラー は 、 矢 意 
の 者 と 悪事 を な す 者 を 知っ て お られ る 。」 
(雌牛 前 第 220 節 ) 

ご 自身 も 一 人 の 孤 児 と し て 成長 され た 問 
言 者 ムハンマド は 、 自 ら そ の 家 に 孤児 を 底 
護 さ れ 、 孤 児 を 底 護 す る 者 に 次 の 吉報 を 与 
えら れ ま し た 。 | 孤児 を 底 護 す る 者 と 私 と 
は 、、 ( 二 本 の 指 の よう に ) 天国 で も 隣 同 
士 で ある 。」 こ れ と 共に 預言 者 ムハンマド 
は 、 撤 児 の 財産 を 着服 する こと を 、 人 を 人 破 
減 さ せる 罪 の 一 つと され て いま す 。 





親愛 な る 上 兄弟 姉妹 の 皆様 。 孤児 、 親 の な 
い 子 供 た ち は ア ッ ラ ー か ら の 私 た ち へ の 信 
託 で す 。 ア デッラ フー は 常に 彼ら に よく 振 姓 い 、 
慈悲 を 持っ て 接する こと を 湊 の よう な 形 で 
命じ られ て いま す 。 「 だ か ら 孤 児 を 虐げ て 
は な ら な い 。」 ( 朝 草 第 9 節 ) 孤児 に 対し 
よく 振舞 わ ず 、 大 切 に し な い 人 に つい て は 
次 の よう に 警告 が な され て いま す 。 「 断 じ 
て いけ な い 。 い や 、 あ な た が た は 孤児 を 大 
切 に し な い 。」 ( 暁 草 第 17 節 ) 

孤児 に 示さ れる べき よい 振舞 い の 一 つ は 、 
彼ら の 財産 を 最善 の 形 で 保護 する こと で す 。 
孤児 の 財産 を 着服 する 
人 、 孤 児 の 財産 に 対し 
背信 行為 を 働く 人 は 、 
アデ アッ ラー に よっ て 茂 し 
く 警告 きれ て いま す 。 
の 康 ( に つ し (次 の よ 
うに 述べ られ て いま す 。 
[孤児 た ちの 財産 を 返 
還 し な さい 。 (自分 
の ) 悪い も の を 、 (か 
れ ら の ) 良い も の と 奉 
えて は な ら な い 。 ま た 
か れ ら の 財産 を わが も の に し て は な ら な い 。 
誠に それ は 大 罪 で ある 。」 (婦人 章 第 2 
分 ) 

親愛 な る 信者 の 和 皆様 。 私 た ち が 今 至っ て 
いる この 聖なる 月 に お いて 、 か か わり や で 慈 
悲 を 必要 と し て いる 親 の な い 子 供 た ち を 愛 
し まう 。 頭 を あく で 、 て の 必 下 らし て い 
る も の を 与え まし ょ 2 う 。 特に 、 パ キス タン 
で 起こ っ て いる 斐 劇 で 、 私 た ちの 助け を 必 
要 と し て いる 子供 た ちの こと を 忘れ ず 、 で 
きる だ け の 支援 を 行い まし ょ う 。 今日 の フ 
ド の バ の 。、 虹 ハゲ デ ィ ー ス で 桶 め くく り ま ず す 。 
「 ア ッ ラ ー の 位階 に お いて 最も 好ま れる 家 
は 、 そ こ に 孤児 を 底 護 し て いる 家 で あ 
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